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奥津温泉に来てまず初めに来る
展望台で景色を切り取りながら
地域の観光案内をする
　

蔵

[ spot 1 ]　展望台 【新築】
 

旧旅館 動力掘削温泉　
　/現在は廃 墟

温泉の前に浴衣に着替え、着てきた服を洗濯
する。乾かしている間に温泉にはいったり観光
してもらい、長時間滞在を促す

[ spot 2 ]　洗濯場 【くみあげ動力以外は新築】
 

洗濯場

展望台

温泉

現旅館内湯 （奥津荘、東和楼）　

墟

開く温泉と閉じる温泉の２つの空間を楽しむ。
入浴着着用にし、自然地形に解放された開放的
な温泉にする。

[ spot 3 ]　温泉 【岩盤の浴槽以外は新築】
 

［アプローチ］
　既存の石垣に着目する
　空間を作る

［駐輪場］
　近くを通るサイクリングロードからの
　誘客を促す

N

展望台

国道沿いの
道の駅から

設計Ⅰ　温泉入浴施設

１. 開く温泉 / 奥津荘内湯

奥津温泉の歴史に関わる「鍵湯らしさ」のある浴室。締め切ったことを洞窟のよ

うな重く閉じた空間と変換し、湯気がたちこめた空間に高い塔から落ちたトップ

ライトがすっと通るような空間をつくる。

塔の川側に開口を設けることで開いた温泉から流れてきた風を止めることなく換

気に生かして流す。

川に起源がある「開いた温泉」、鍵をかけられたという歴史を踏まえた「閉じた温泉」

２. 閉じる温泉 / 東和楼内湯

3. 温泉全体像　傘屋根のかかる奥津温泉らしさ　　　　　　　　　　

川に由来するメカニズムを引用し、川と連続する温泉にする。川に張り出した屋根
がウィンドキャッチの役割を担う。
入浴着を前提とする温泉にすることで開放的な温泉が可能になる。現状の掛け流し
の温泉は残湯がそのまま川に流れているので、この高さ方向の関係を生かした「温
泉だけの風呂」、「温泉と川水が混ざる温泉よりの川の中」、「川水だけの川中心部」
の 3部構成のお風呂にする。

既存の露天風呂（現在は足湯利用 ,写真中央右）の傘屋根と温泉施設（写真中央左）

の曲面屋根の木架構。温泉施設の川側にはウィンドキャッチの庇がのびる。
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42℃の温泉
3 × 20 ＝ 60 ㎡
42 - 15 = 27℃
27 × 60 ×8 ＝ 12960W = 13kw 3m

15℃の外部風
4 ㎡ × 0.5m/s ＝ 2 ㎡ /s = 7200 ㎡ /h 20.5℃

42℃

薄まった温度
0.33 × ΔT × 7200＝13000

5.5℃上昇する
15℃ + 5.5℃　= 約 20.5℃
15℃と 20.5℃の比重差で 5m の高低差分
＝駆動力の圧力差
 

ヴェンチューリ効果：

屋根の形状で風量を絞ることで流速を増加させ、

出口に負圧を生じさせることで内部の風を引き

出す。

①浴衣に着替える　

②来てきた服を足踏み洗濯 

③乾燥するまでの間、奥津を観光

温泉だけで完結しない、洗濯、乾燥のある温泉観光プラン

足踏み洗濯を見学するだけでなく体験できる施設とする。

トラスを応用した基礎にすることで、むき出しにした岩盤の上で足踏

み洗濯できる空間にすることができる。

マップでは分からない街の高さ方向を体感
できる展望台。
地中部分から地表に塔が貫通し、地中は閉
じた空間、地表部分は外に開いた構成にす
る。
温泉街と取り囲む自然景観をその要素と同
じ高さで窓で切り取っていくような空間と
なる。
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【近代以前】
藩主が温泉を囲って独占する。

川沿いの露天風呂では足踏み洗濯
という伝統文化が生まれる。

【起源】
吉井川の浸透・浸食※によって
岩盤から温泉が湧出。
集落が形成される。

【近代以降】
観光の需要拡大に合わせ動力掘削泉

が増える。相対的に自噴泉の価値が下がる。
公衆浴場法により川沿いの露天風呂は使え
なくなる。

【現在】
観光の需要減、旅館の囲い込み、
後継者不足により温泉街が衰退。
川沿いに集中し山側に廃墟が並ぶ。

（動力設備は残る）

＊１　奥津集落の変遷
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開く温泉
（現　東和楼内湯）

閉じる温泉
（現　奥津荘内湯）

top light

wind

wind

最高高さ

RFL

１FL

B1FL

steam steam

環境面：自然換気を促す４つの環境的な手法をとることで、奥津の風

を最大限に感じながら洗濯物を自然乾燥できる体験となる。

構造面：地中と地表を貫通する塔状の空間にする上でトラスは役割を

果たしている。塔の傾斜と土留めの傾斜を２つのトラスによって受け

止める。

洗濯場

温泉

展望台

〇Flow Designer
　CFD 解析結果

雨の日でも無風の日でも洗濯物が乾く建築

〇解析前段階での予想計算

〇洗濯場簡略断面図

結果には流れ屋根に沿って流れ

る外部風による主流と、

温泉からの上昇気流が見てとれ

ることから、通常での乾燥と外

部が無風状態での乾燥も可能で

あることが示された。

温泉

岩盤、日の目を浴びる。
奥津温泉街全体を再起させる岩盤と水脈

物干し階から見た内観。塔内の上昇気流によって引き込まれた川の風で

洗濯物がなびく様子。

１階平面図　1:250
動力温泉と自然乾燥を生かした洗濯・乾燥ができる、地域住民と観光客のための施設設計Ⅱ　洗濯場

設計Ⅲ　展望台

１階平面図　1:500

全体平面図　1:2000

設計Ⅰ温泉模型　1:50 設計Ⅱ洗濯場断面模型　1:50

「塔＋流れ屋根」

洗濯を観光として取り入れるために、天候に左右されにくい、自然乾燥を促す建築を提案する。

風が弱い日にも屋内に風が引き込まれるように、４要素に配慮した結果この形になった。

・温泉熱：底部に温泉を貯めその上に塔を配置することで温泉熱を使った温度差による上昇気流が発生。

・外部風：流れ屋根にすることで風の抜けが良い屋根にする。

・高度差：塔状にすることで建物内で５ｍ分の気圧差が生まれ、外部風をより引き込む。

・換気棟：ヴェンチューリ効果を用いた屋根を塔の上部に配置することで、風を外に送り出す。

奥津温泉の発生メカニズム：吉井川の浸透と浸食 (非火山温泉の深層地下水型）

広域で見ると吉井川に沿って温泉が並んでいることが分かることから、奥津の数か所の温泉は川に起源があるのではないかと仮定した。

吉井川の水が長年かけて地中に浸透し、そして地中でマグマだまりに温められ、再び同じ川の浸食によって水脈が露出し温泉が湧出する。

この仮定において川の浸食によってできた窪みにちょうど温泉が湧いたという流れが説明できる。

敷地は岡山県北部に位置しており、南部には川の性質が強く現れる渓谷、

北部には川の浸食によって自然に湧いた温泉、そして温泉によって形成され

た集落、地形とまちのつながりがとても深い地域である。

現在日本の温泉は様々な課題を抱えている。

まず、観光資源として全国に動力温泉が掘削された結果、大地とのつながり

を感じられるような自噴温泉の価値が薄れてしまった。（＊１）自噴温泉を

含んだ温泉建築がどうあるべきか、その一方で負の遺産となりつつある動力

掘削温泉の価値を再定義するのか、両方の温泉の今後をそれぞれ見直す必要

がある。

そして温泉街全体の衰退も大きな課題である。温泉旅館が地域全体のことを

考えず売上のために飲食店や土産店なども旅館でまかない客を囲い込んだ結

果、他の商店が衰退してしまったことを温泉街の「囲い込み」（＊２）戦略

と言う。地方の温泉街では後継者不足も相まってかつてのそぞろ歩きができ

なくなった、温泉旅館だけで完結するような街になっ

てしまった。

奥津渓

奥津温泉街

道の駅

至岡山県市街地

至鳥取県

設計敷地

奥津八景：
温泉街の南西に位置する。
東洋一と言われる甌穴群をはじめと
した岩盤や渓谷周辺の８つの景観。

温泉と渓谷など岩盤が現れているエリアは観光地として人が集まっている。

奥津一帯では地下４ｍ程掘ると、花崗岩の強固な岩盤が現れる。岩盤が地表

に近いことから川の浸食によって岩盤が露出していたり深い渓谷が出来上が

った。

＊２　囲い込み
〇理想的なそぞろ歩きができる温泉街

〇旅館の囲い込みによって衰退してしまった温泉街

旅館

旅館

飲食店 土産店

飲食 土産

温泉

飲食店
（廃墟）

土産店
（廃墟）

・岩盤にくぼみができる

・下流の奥津渓谷ではこの浸食の作用

　よってできた甌穴が並ぶ

・岩盤にくぼみを浴槽にする

・深さは 70 ㎝～ 120 ㎝程

・マグマ溜まりの熱によって加温

・地表にでてくる時にちょうど 42℃

　となる、火山温泉にはない魅力

・吉井川の水が浸透する

・大雨の次の日はお湯が少し

 ぬるい

浸透 湧出加温 浸食

吉井川 岩盤の浴槽

１.1 problem    全国の温泉街が抱える問題

１.2  site  岩盤とともにある奥津温泉

１.3  mechanism 川の浸透・侵食で湧出した足元湧出泉

浴室と洗濯場が川沿いに並ぶ

元々一つの旅館に一つの大きな岩盤風呂があったが
男湯と女湯を壁でわけたことで狭くなってしまった。

●温泉は地形と一続きであること、そして岩盤 /地中と密接にあるものというこ

とを実感できる街になる可能性をもっている。

●しかし現状の温泉施設では、岩盤の浴槽は残っているものの川から完全に壁で
分断され、全て閉塞感のある建築になっている。

地中から地表まで街全体の高さ方向の関係を感じる展望台

弱アルカリ性の泉質を生かし、温泉だけで洗濯する

文化。露天風呂で、動物が山からおりてきてもすぐ

逃げられるように足で洗っているため足踏み洗濯と

言われる。

現在は洗濯場を日常利用する人はほとんどおらず、

洗濯ダンスとして観光客に披露する行事に過ぎない。

1.5  history２  奇習「足踏み洗濯」

奥津荘エントランス 奥津荘　立湯（女湯） 奥津荘　鍵湯（男湯）

現在は旅館奥津荘の内湯として使われている「鍵湯」。

奥津温泉の歴史は長く、戦国時代には津山藩主が奥津温泉を気に入った

あまり鍵をかけて独占したという歴史がある。奥津荘社長様へのインタ

ビューではより鍵湯らしさのある空間にするために今後浴室を改修とい

う意見を伺った。

１.4  history 藩主が鍵をかけて独占

奥津には日本国内でわずか 0.001％と言われる足元から湧き出る｢足元湧出泉」の温泉が吉井

川のほとりにある。吉井川によって長年削られ、自然と造り上げられた花崗岩の窪みを生か

した浴槽はその価値が認識されている。岩盤の窪みを利用した温泉であるため、浴槽が深く

立ったまま入浴する。

開く

閉じる

80
0

― 展望台 ―

― 洗濯場 ―

温泉は地中の豊かさを地上に伝えるきっかけに過ぎない。
温泉に建築が求められる現代において、地面を隠すのではなくむしろ地中に意識を向ける建築が必要なのではないだろうか。

地上に現れた温泉だけに人が集まり、そこで完結するのではなく、地下４mより広がる岩盤に着目し、
地域全体に潜んでいる地中の豊かさを認識できる温泉街を提案する。

― ―

温泉と同じ役割を担う、地中と地表を貫通する「塔」
＋

人 を受け入れる「流れ屋根」

そして岩盤を現わす建築を点在させることによって
まち全体に意識を向ける

温泉が湧き出たことによって人間は地中の豊かさを再認識した。
温泉が観光資源とされ、その価値が薄れているいま、地中と地表をつなげる。

① 温泉が地中と地上をつなぐ ② 鍵湯の歴史 :閉じた塔 ③ 川と連続する :開いた屋根

（ⅱ）足踏み洗濯の洗濯場

（ⅲ）高低差を感じる展望台

（ⅰ）開く温泉・閉じる温泉

① 地中と地上をつなぐ ② 岩盤の上にトラスの基礎
　　：岩盤を露出できる　

③ 乾燥を促す屋根

① 地中と地上をつなぐ ② 地中は閉じる、地表は開く ③ スロープでつなぐ

短手 短手 長手

2.1  features 内外にギャップのある空間体験

 2.2   diagram 地中と地上をつなげる塔

温泉平面図　1:100 屋根架構平面図　1:100
N



‒ 課題の説明
　卒業設計で提出した作品です。
　FlowDesigner を用いて設計施設２の洗濯場を CFD 解析することで自然換気
　による乾燥を促す建築の可能性を提示しました。
　

「岩盤、日の目を浴びる。」　武本真侑　/ 説明パネル

‒ 主設計者と他のメンバー、サポーターの分担・協力を明記
　個人製作
‒ シミュレーションの精度や信頼性に関する考察

（CFD であれば境界条件 / 収束条件 / グリッド依存性テストなど）
　外部風 0.3m/s 、温泉を示す発生パネルは発生総熱量 9000w とした。




